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明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
復
活
し
た
旧
幕
「
医
学
所
」
は
、
明
治

二
年
二
月
「
医
学
校
兼
病
院
」
と
な
り
医
育
機
関
と
し
て
新
し
い

歩
み
を
始
め
る
。

み
き

同
年
八
月
十
四
日
、
こ
の
医
学
校
で
実
施
さ
れ
た
「
美
幾
」
女

の
屍
体
解
剖
は
本
邦
に
お
け
る
自
願
篤
志
解
剖
の
第
一
号
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
然
し
不
思
議
な
事
に
、
こ
の
記
念
す
べ
き

解
剖
の
具
体
的
剖
見
記
録
が
存
在
せ
ず
、
主
役
と
な
る
べ
き
執
刀

者
も
判
然
と
し
な
い
。

筆
者
は
、
当
時
医
学
校
に
在
学
中
で
あ
っ
た
元
開
拓
使
医
官
、

三
田
村
多
仲
の
日
誌
の
中
に
今
ま
で
し
ら
れ
て
い
な
い
「
美
幾
」

女
の
剖
見
記
録
を
発
見
し
た
。
今
回
、
こ
の
三
田
村
日
誌
を
紹
介

す
る
と
共
に
新
知
見
を
踏
ま
え
た
観
点
か
ら
関
連
す
る
論
説
に
も

考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

13

本
邦
篤
志
解
剖
第
一
号
の
執
刀
者
と
三
田

村
日
誌

宮
下
舜
一

明
治
初
期
の
医
学
校
（
大
学
東
校
）
で
最
も
熱
心
に
実
地
解
剖
に

取
り
組
み
自
ら
解
剖
局
の
管
理
に
も
当
た
っ
た
田
口
和
美
（
初
代

東
大
解
剖
学
教
授
）
を
「
美
幾
」
女
解
剖
の
執
刀
者
と
推
定
す
る
記

述
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
田
口
が
書
き
残
し
た
次
の
様
な

回
顧
記
録
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

「
…
：
．
入
院
患
者
娼
妓
み
き
女
の
屍
体
を
生
前
の
請
願
に
よ
り

剖
観
し
た
こ
と
は
当
代
に
於
け
る
実
地
解
剖
の
濫
膓
で
あ
る
。

…
…
み
き
女
の
屍
体
を
内
蔵
よ
り
四
肢
筋
肉
に
至
る
ま
で
解
剖
し

た
る
時
に
説
明
の
労
を
取
ら
れ
た
桐
原
眞
節
君
は
こ
の
時
代
で
は

解
剖
の
事
に
つ
い
て
こ
の
人
の
右
に
出
る
も
の
は
無
か
っ
た

。
：
・
・
・
」

こ
の
内
容
か
ら
、
桐
原
眞
節
が
指
導
執
刀
者
と
し
て
最
適
任
と

の
考
え
も
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
が
、
小
金
井
良
精
の
論
文
に
は
「
当

時
桐
原
氏
は
解
剖
の
講
義
は
行
っ
た
が
、
屍
体
実
地
解
剖
で
執
刀

は
し
な
か
っ
た
」
と
あ
り
、
又
田
口
和
美
に
つ
い
て
も
、
氏
は
明

治
二
年
八
月
頃
は
入
学
間
も
な
い
生
徒
で
あ
り
、
解
剖
に
特
に
興

味
を
感
じ
て
勉
強
を
始
め
た
の
は
三
年
正
月
句
読
師
を
拝
命
後
で

あ
ろ
う
と
言
う
。
そ
の
他
重
要
な
記
録
と
し
て
、
田
口
和
美
の
死

後
追
悼
録
中
に
「
…
・
・
・
み
き
女
の
屍
体
を
剖
検
せ
し
時
、
（
田
口
）
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先
生
は
左
上
肢
の
筋
肉
を
解
剖
せ
ら
れ
…
ず
」
と
記
載
が
あ
る
。

以
上
の
様
な
諸
文
献
を
総
合
す
る
と
「
美
幾
」
女
の
解
剖
に
は

生
徒
有
志
が
参
加
し
て
（
生
理
）
実
習
解
剖
が
行
わ
れ
、
解
剖
教
師

桐
原
眞
節
が
指
導
説
明
に
当
た
っ
た
事
が
判
明
す
る
。
田
口
和
美

も
生
徒
の
一
人
と
し
て
左
上
肢
を
担
当
し
て
メ
ス
を
も
っ
た
が
、

実
習
生
徒
の
立
場
で
の
事
で
（
指
導
的
）
執
刀
者
で
は
あ
り
得
な

い
Ｏ

「
美
幾
」
女
の
解
剖
に
於
い
て
、
前
述
の
実
習
解
剖
と
は
別
に
英

医
ウ
ィ
ル
ス
執
刀
に
よ
る
恐
ら
く
内
臓
主
体
の
病
理
解
剖
が
行
わ

れ
た
事
が
三
田
村
日
誌
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。

三
田
村
多
仲
は
越
前
南
条
郡
出
身
の
医
師
で
、
明
治
二
年
三
月

東
京
遷
都
に
際
し
、
典
医
（
天
皇
侍
医
）
平
野
大
隅
介
の
随
員
と
し

て
同
月
二
五
日
東
京
に
到
着
し
て
い
る
。
日
誌
は
京
都
か
ら
の
道

中
日
記
に
始
ま
り
、
同
年
五
月
に
は
医
学
校
に
入
学
し
、
ウ
ィ
ル

ス
に
従
っ
て
、
外
科
臨
床
を
学
ん
で
い
る
様
子
も
日
記
に
見
え

る
。
次
に
注
目
す
べ
き
「
美
幾
」
女
の
解
剖
を
示
す
日
記
部
分
を

原
文
で
掲
げ
る
。

「
（
八
月
）

十
三
日
四
日
大
病
院
学
寮
二
於
テ

マ
マ

女
ノ
開
胞
有
ウ
エ
ル
ス
に
付
器
械
方

被
申
付
候
事
其
時

筆
生
坪
井
先
生
［
為
春
］

通
癖
司
馬
凌
海
」

特
に
説
明
も
無
く
簡
単
な
記
載
で
あ
る
が
、
末
期
の
梅
毒
症
患

者
と
し
て
死
亡
し
た
「
美
幾
」
女
の
病
屍
体
に
就
い
て
、
医
学
校

で
は
最
高
の
ス
タ
ッ
フ
を
動
員
し
て
、
二
日
間
に
亙
る
綿
密
な
剖

見
検
索
を
行
っ
た
事
が
伺
わ
れ
る
。
三
田
村
多
仲
は
た
ま
た
ま
ウ

ィ
ル
ス
に
付
い
て
外
科
診
療
を
学
ん
で
い
た
関
係
で
、
生
徒
で
は

あ
る
が
器
械
方
と
し
て
こ
の
剖
見
に
参
画
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

要
約
す
る
と
、
篤
志
解
剖
第
一
号
「
美
幾
」
女
の
病
屍
体
剖
見

は
英
医
ウ
ィ
ル
ス
の
執
刀
示
説
に
よ
り
二
日
間
に
亙
っ
て
行
わ
れ

た
事
が
三
田
村
日
誌
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
病
理
解
剖
に
続
い

て
生
徒
を
対
象
に
し
た
実
習
解
剖
が
行
わ
れ
、
解
剖
教
師
桐
原
眞

節
が
指
導
説
明
に
当
た
っ
た
。
生
徒
田
口
和
美
は
実
習
解
剖
で
左

上
肢
を
担
当
し
た
。

（
北
海
道
医
史
学
研
究
会
）


